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●はじめに 

 本稿では、2015 年 11月に発見された「パラオ熱帯

生物研究所日誌（以下、研究所日誌）」の概要を報

告し、そこから読み取れる当時の研究員の研究生活

等について簡単に紹介するとともに、今後の利活用に

ついても検討していく。 

 パラオ熱帯生物研究所（Palao Tropical Biological 

Station、以下、PTBS）については、本誌「みどりいし」

等で元田茂先生（1977, 1981, 1990, 1991）や大森

信先生（1999, 2002）、AMSL の研究員（例えば、木

村 1993）によって度々紹介されている。また、近年、

科学史からの論考も見られるので（坂野  1995, 

2016）、詳細についてはぜひそれらをご参照いただき

たい。ここでは簡単に概略を紹介する。 

 PTBS は、財団法人（当時）日本学術振興会第 7 

常置委員会第 11 小委員会（柴田桂太委員長）によ

って、「珊瑚礁ニ関スル生物学的総合研究」を行う施

設として、日本が委任統治していた当時の南洋庁パラ

オのコロール島に、1934（昭和 9）年 6月に設置された

（建物は 1935（昭和 10）年 3月に完成）。所長には、

設立当初から深く関わってきた東北帝国大学理学部

教授の畑井新喜司先生が委嘱された。研究員として

延べ 27 名の若手研究者（ほとんどが 20～30代の大

学院生、副手、助手、講師など）が途切れることなく派

遣され（他に 2 名の現地委嘱研究員）、数ヶ月～数

年の間パラオに滞在して各々の研究テーマに取組ん

だ。 

 PTBS の活動期間は、1943（昭和 18）年 3 月末に

閉鎖され、当時セレベス（現スラウェシ）にあった海軍

のマカッサル研究所に引き継がれるまでの約 10 年

間と短かったが、研究所発行の欧文誌などで発表さ

れた研究成果は世界的に高い評価を受けた。このよ

うに PTBS は、日本のさんご礁研究の歴史を考えるう

えで非常に重要な位置を占めている組織である。 

 

●「研究所日誌」発見の経緯 

 PTBS の出版物としては、欧文誌“Palao Tropical 

Biological Station Studies（以下、PTBSS）”（全 2 巻

計 8冊、1937～44年）と和文誌「科学南洋」（全 5巻
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計 14冊、1938～43年）（註 1）がある。これら以外に、

研究員等によって同窓会誌「岩山会会報（以下、会

報）」（全 18 号、1939～93 年）が発行されており、

PTBS 研究員のパラオでの研究生活の様子などを知

ることができる。その会報を読むと、当時、欠かさず記

入されていた研究所日誌が存在し、研究所閉鎖後に

研究員の加藤源治先生の計らいで無事に持ち帰られ

たこと、戦後、同じく研究員の元田先生、阿刀田研二

先生など数名の手元で保管されてきたことなどが記さ

れている。また、会報第 11号（1977年）では、元田先

生によって日誌の一部が紹介されるなど、特に第 10

号（1972年）以降の会報において、当時の PTBSでの

生活が語られる際の典拠となっていたことがうかがえ

る。しかし、1993年に最後の会報（第 18号）が発行さ

れた後は、研究所日誌の所在を確認する手がかりが

なく、いつしか行方が不明となっていた。 

 そこで、2012 年頃よりその所在調査を行っていたと

ころ、2015年 11月 21日に、岩山会の中心的人物で

もあった元田先生のご自宅で、大森信先生のお供で蔵

書を整理中に「研究所日誌」を発見することができた。 

 

●「研究所日誌」の概要 

 「研究所日誌」は、元田先生によって 1977 年に一

度製本されたのち、1994 年にページが追加されたも

のであり、装丁は黒表紙に金文字の 3 穴ビス止め製

本（B5版）である（図 1）。その構成内容は表 1 に示し

た通り、研究所日誌本体だけでなく、研究所に関する

重要なトピックをまとめた「重要事項抜粋」、1992～

1993年に阿刀田先生によって一部清書され綴じ直さ

れたもの、その他、元田先生が製本の際に作成され

た前書き・研究所沿革等（1994 年）、パラオでの調査

の基礎となった測量図「岩山湾附近全図」（1934 年）

とそれを参照して作成された地図（1937 年）（図 2）、

畑井所長の挨拶文草稿（1942 年）などの関連資料も

一緒に編綴されている。そのため、この資料群を「研

究所日誌綴」とし、日誌本体とは区別して表記するこ

ととする。なお、研究所日誌は当初ノートに記されてお

り、元々は表紙があったものと考えられるが、研究所

日誌綴には表紙がない状態で綴じられている。 

 研究所日誌は、1936年 5月 4日より元田先生によ

って書き始められ、研究員等の活動概要・健康状態、

PTBS への人物往来、PTBS 運営上の記録などが中

心に記された（図 3）。元田先生によれば、研究所日

誌には以下の三ヶ条が記されていたという（元田 

1977）（註 2）。 

 

  1. 各研究員の実験進行状況に就いては記さない。

ただ他の参考になるような事は出来るだけ記入

した。 

表 1 研究所日誌綴の構成内容 

期間

研究所日誌[原本] ノート6冊分及びルーズリーフ綴り6冊分 計368ページ 1936年5月4日～1943年6月20日

研究所日誌

     [阿刀田清書版]
ルーズリーフ綴り2冊分 計114ページ 1938年4月4日～1941年7月19日

重要事項抜粋 ノート1冊分及びルーズリーフ綴り1冊分 計35ページ 1933年12月～1943年6月12日

重要事項抜粋

     [阿刀田清書版]
ルーズリーフ綴り     22ページ 1933年12月～1943年6月12日

その他資料

資料形態
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  2. 外部との交渉、来訪者等に就いてはなるべく詳

細に記録した。 

  3. 船の出動を必ず記録した（註 3）。 

 

 このような事情から、研究員各々の研究活動につい

て研究所日誌からは詳細を知ることができない。それ

らについては各個人のフィールドノートや研究ノート等を

調査しなければならず、今後の課題の一つである。 

 研究所日誌綴には、研究所日誌の記録担当者が

「日記記帳者」として一覧にまとめられており、1936 年

5月 4日～1943年 6月 20日の間、7名の研究員に

よって書き継がれてきたことが記されている（表 2）。研

究所日誌の内容を確認すると、原則として担当の研

究員が期間中続けて記録しているが、担当者が病気

や調査旅行などで不在の際には、他の研究員が代理

で記録しているケースもみられ、柔軟に対応したことで

ほぼ途切れることなく日誌が

記されてきたことがわかる。記

述のボリュームは日によって

異なり、1 日に 1 ページ以上

を費やす場合もあれば、一言

「無事」とだけ書かれた日や

未記入の日なども多少みら

れる。全体的にみると、後半

になるにつれて記述が簡単に

なる傾向がある。 

図 2 元田先生が作成した当時のパラオ中心エリアの地図 

（「昭和 12 年頃のコロール 阿部・江口・弘氏測量図（昭 9. 8. 12）を参照して描く（昭 12. 7 元田）」） 

図 3  研究所日誌の記述例

（1937 年 3 月下旬頃） 
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 PTBS は 1943 年 3 月末日をもって

閉鎖されたが、実際に研究員が滞在

したのは、1943年 2月 3日まで（大平

辰秋先生（現地委嘱））のようだ。その

後、5 月 14 日に研究員であった加藤

先生が空路で来島し、6 月 12 日に退

島するまでの約 1 か月間、研究所の

跡片付け等を行いながら日誌を記述

している（註 4）。 

 7名の記述担当者のうち、1943年 1

月 25日～5月 31日の期間は熊野正

雄先生が担当したと「日記記帳者」リ

ストには記されている（表 2）。しかし、

研究所日誌によれば、熊野先生はそ

の直前の 1943 年 1 月 8 日に帰国しており、その後、

再来島したという記述はない。同じく研究所日誌の

1943年 1月 6日には、移転事務のために、熱帯産業

研究所（註 5）技手の熊沢氏が研究所嘱託に決定し

たこと、1月 24日には大平先生が熊沢氏に事務引継

したことが記述されており、会報第 9 号及び 13 号以

降の「岩山会会員名簿」内「研究所事務嘱託」の欄に

は、「熊沢誠義」氏の名前がみられる。また、1943 年

の行政文書には「南洋庁熱帯産業研究所技手兼南

洋庁技手」の「熊沢誠義」を 5 月 11 日付で「南洋庁

熱帯産業研究所技師」に任官する記録も残されてい

る（註 6）ことなどから考えると、上記期間の担当者は

この熊沢誠義氏である可能性が高いと考えられる。 

 

●PTBSにおける研究生活 

 残念ながら、研究所日誌からは各研究員の研究活

動に関する詳細を知ることはできないが、その研究生

活・研究環境については、様々な興味深い情報を得

ることができる。ここでは、そのような情報の一部を紹

介する。 

 

【研究員の往来】 

 研究員は、先述の通り 27 名が交代で派遣され（他

に現地委嘱 2名）、基本的に船で往来した。それぞれ

の入港日、出航日と船名が研究所日誌に明記されて

いる（表 3）（註 7）。 

 各研究員の「派遣期間」は、すでに元田先生によっ

て報告されているが（元田 1981）、今回、研究所日

誌によって明らかとなった「滞在期間」と若干異なる部

分がみられるため、なぜこのような違いが生じたか、今

後検討する余地がある。 

 

【畑井新喜司所長の往来】 

 畑井所長は、PTBS 設立準備中の 1933年 12月か

ら閉鎖前の 1942年 7月までの約 10 年間で、少なく

とも 14 回（延べ約 700日）パラオに滞在している。滞

在中には研究員らを伴い朝晩問わず頻繁に野外調

査・採集に出かけたようだ。また、研究所内に人工の

淡水池を増設する際（1938 年 9 月）には自ら作業に

加わっており、そのため研究員も作業に加わらざるを

得ない状況となった。この当時、畑井所長はすでに 57

担当者 担当期間 記入ページ数

元田茂 1936年5月4日～1937年5月27日 138ページ

山内年彦 1937年5月28日～1937年7月26日 6ページ

島津久健 1937年7月29日～1938年4月5日 38ページ

阿刀田研二 1938年4月6日～1940年1月4日 88ページ

加藤源治 1940年1月5日～1942年5月25日 65ページ

大平辰秋 1942年5月26日～1943年1月24日 22ページ

熊野正雄* 1943年1月25日～1943年5月31日 10ページ

加藤源治 1943年6月1日～1943年6月20日 1ページ

表 2 研究所日誌の記録担当者 

 （研究所日誌綴の「日記記帳者」を参照して作成） 

＊熱帯産業研究所技手で PTBS の嘱託職員であった熊沢氏の可能性がある（本文参照） 
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～66 歳であったものの（註 8）、その精力的な活動に

は研究員も舌を巻いていたようである。 

 

【研究所傭人の活躍】 

 研究員のフィールドワークには傭人の存在が欠かせ

なかった。特に前半は海での活動に慣れた沖縄県出

身者が 2-3名体制で雇用されており、船の操作やメン

テナンス、様々な生物の採集において重要な役割を

果たした。特に最初期からの傭人は、サンゴの同定に

ついて江口先生より学んだということで、研究員のサン

ゴのサンプリングにも大変活躍したとのことである。また、

ほとんどの研究員は滞在期間中にデング熱や胃腸の

病気などで何日も寝込むこととなったが、その看病に

も傭人があたっていた。 

 

【太平洋戦争開戦前夜】 

 1941 年 12 月 7 日、パラオ放送局の記念放送で、

「パラオ研究所を語る」という番組が組まれ、研究員 3

名（阿刀田先生、加藤先生、松井喜三先生）が出演

した。研究所日誌には「放送大成功裡ニ終了セリ」と

記されている。その翌朝、宣戦布告を知ることとなった

（註 9）。 

 

●研究所日誌の今後の利活用 

 長く研究所日誌綴を保管されていた元田先生は、

会報第 11号（1977年）や研究所日誌を綴り直した際

の前書き（1994 年）で、この貴重な資料を「永久に失

われない為に然るべき機関に保管を委」ねることを強

く望まれていた。その御希望に沿って、研究所日誌綴

は 2016年 11月 3日に畑井所長にゆかりのある東北

大学史料館に寄贈された。今後、史料館での登録手

続き等が完了し次第、一般に公開され、閲覧可能に

なると思われる。この研究所日誌によって、さんご礁の

研究史やパラオの自然環境の変遷などが明らかにな

っていくことを期待したい。 

 筆者はこれまで、PTBS でサンゴに関する研究をされ

た川口四郎先生の「科学南洋」掲載の和文報告を翻

訳する、日本サンゴ礁学会川口四郎業績顕彰ワーキ

ンググループの取組み（註 10）に関わってきたほか、

日本サンゴ礁学会大会において PTBS に関する自由

集会（註 11）やテーマセッション（註 12）を企画し、そ

の研究活動を顕彰するとともに、日本におけるさんご

礁研究の歴史を振り返るための資料の保存管理につ

いても検討を進めてきた。 

 現在のさんご礁研究を含む海洋生物研究全般に、

広く影響を与えた PTBS 研究員の研究者資料（研究

資料を含む個人資料）は、国内外の大学や博物館、

地域の資料館等に収められているものもあるが、その

所在が不明なものも多い。また、所在が明らかなもの

でも、同一人物の資料が複数の機関に分かれて収蔵

されている場合もあり、その全体像は把握されていな

い。そこで、PTBS 研究員の研究者資料の散逸・消失

を最小限に食い止めるため、資料の所在情報を一元

管理するとともに、有効に利活用できるような保存・管

理体制を構築する必要があると考えている。今後、有

志とともにプロジェクトを立ち上げ、これらの課題に取り

組んでいく予定である。その際、研究所日誌は各々の

研究員の研究者資料等について、証拠性を担保する

（記述内容のクロスチェックを行いうる）根幹の資料と

なることから、その存在価値はより高いものとなるだろう。 

 

●謝辞 

 この貴重な資料を提供していただいた元田進氏をは

じめ、元田家の方々に厚く御礼を申し上げます。大森

信先生には、元田家での資料調査の機会を与えてい

ただき、その後も資料研究の全般にわたって度々ご指

導頂きました。また、研究所日誌の調査に際して、林

公義先生（元横須賀市自然・人文博物館館長）をは

じめ、PTBS 研究員のご関係者やご家族の皆様など、

多くの方々にご協力頂きました。心より感謝いたします。 

 

註） 

1 この 14冊とは別に、資源科学研究所内におかれた

科学南洋編集部（編集顧問の一人は畑井先生で
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あり、編集委員の多くも元 PTBS研究員である）によ

って、第15号（1944）が北隆館から発行されている。 

2 この三ヶ条について、現在の研究所日誌綴内には

記述がみられない。 

3. 「船」とは PTBS の所有していた調査用船艇のこと

で、パパヤ、マンゴー、バナナ、リサーチという名の 4

隻の船艇を調査や採集に用いていた。 

4 日誌自体は退島後も 6 月 19 日まで記述され、20

日は日付のみとなっている。PTBS に関する記述は

6月 9日までである。 

5 大正 11 年に南洋庁によってパラオ島に本場が設

置され、農業、林業、畜産、後に鉱業に関する調

査研究等を行った組織（芦沢 1971）。 

6 「任免裁可書・昭和十八年・任免巻百七」、国立

公文書館所蔵（請求番号：任 B03414100、件名

番号：011） 

7 日記が書かれる前（1936年 5月 3日以前）に滞在

していた江口元起先生、内海（弘）冨士夫先生、

阿部襄先生、松谷善三先生、林一正先生の滞在

期間については、「重要事項抜粋」を参照した。 

8 1938年 2月 28日に 61歳で東北帝国大学教授を

定年退官している。 

9 このラジオ番組に関して、後に旧パラオ放送局局

員が残した回想（日本放送協会総合放送文化研

究所放送史編修室編 1972）によれば、「米国諜

報部は熱心に此の放送を傍受したらしい。期待は

ずれの余りに「のんき」な放送にあきれると同時に、

日本は電波に於いての欺いたと同部から発表され、

有名な放送となった」（p. 52）とのことである。 

10 日本サンゴ礁学会 川口四郎業績顕彰ワーキン

ググループ（佐藤崇範・井口亮・岡地賢・中村崇）、

協力：村上明男（神戸大学））によって、川口先生

の和文報告（「科学南洋」に掲載された「造礁珊瑚

研究資料」（1940）、「造礁珊瑚研究資料（二）」

（1941）、「造礁珊瑚研究資料（III）」（1942））が英

文翻訳され、関連記事、資料とともに Galaxea, 

JCRS 第 14 巻特別号に掲載された。J-stage のサ

イト内、以下の URL において全文公開されている

（https://www.jstage.jst.go.jp/browse/galaxea/

14/Supplement/_contents/-char/ja/）。 

11 日本サンゴ礁学会第 17 回大会（高知）・自由集

会「サンゴ礁研究・温故知新：80 年前のパラオの

若手研究者達」（2014年 11月 28日） 

12 日本サンゴ礁学会第 18回大会（東京）・テーマセ

ッション「サンゴ礁研究・温故知新：パラオ熱帯生

物研究所の学際性に学ぶ」（2015年 11月 29日） 
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研究員名
派遣期間

（元田（1981）を参照して作成）

パラオ滞在期間

（研究所日誌, 重要事項抜粋より作成）

江口 元起 1934年5月～8月 1934年5月～8月19日

1935年3月～6月 1935年3月8日～6月3日

内海（弘） 冨士夫 1934年6月～1935年2月 1934年6月～1935年2月13日

阿部 襄 1934年6月～1935年5月 1934年6月～1935年5月10日

1935年7月～12月 1935年7月～12月21日

松谷 善三 1934年12月～1935年5月 1934年12月28日～1935年5月10日

林 一正 1935年5月～11月 1935年5月23日～12月4日

元田 茂 1935年6月～1937年6月 1935年6月7日～1937年6月5日

1938年9月～11月 1938年9月3日～10月21日

高橋 定衛 1935年12月～1936年2月 1935年12月5日～1936年2月13日

林 良二 1936年2月～8月 1936年3月3日～8月12日

高橋 敬三 1936年2月～8月 1936年3月3日～8月12日

1940年12月～1941年3月 1940年12月22日～1941年3月28日

川口 四郎 1936年6月～10月 1936年6月21日～10月21日

1939年10月～1940年3月 1939年11月17日～1940年4月9日

阿部 宗明 1936年10月～1937年4月 1936年10月14日～1937年4月2日

山内 年彦 1937年1月～7月 1937年1月6日～7月29日

1940年7月～8月 1940年7月16日～9月15日

島津 久健 1937年5月～1938年4月 1937年5月26日～1938年4月24日

羽根田 彌太 1937年5月～1938年7月 1937年5月6日～1938年2月19日

1939年12月～1940年3月 1939年12月21日～1940年2月18日

1940年8月 1941年7月20日～8月26日

1942年3月～8月 1942年3月26日～7月30日

川上 泉 1937年7月～1938年3月 1937年7月20日～1938年1月15日

村上 子郎 1937年12月～1938年6月 1937年12月10日～1938年6月15日

阿刀田 研二 1938年3月～1942年1月 1938年3月30日～1942年1月8日

和田 清治 1938年4月～1939年3月 1938年5月6日～1939年4月23日

1939年12月～1940年7月 1939年12月13日～1941年7月10日

神田 千代一 1938年10月～1939年3月 1938年10月27日～1939年3月3日

三宅 貞祥 1939年3月～8月 1939年3月28日～1939年8月17日

加藤 源治 1939年4月～1943年3月 1939年4月13日～7月12日

1939年8月23日～1942年5月27日

1942年9月5日～11月12日

1942年12月31日～1943年1月14日

1943年5月14日～6月12日

時岡 隆 1940年4月～1941年1月 1940年5月12日～1941年1月14日

榎並 仁 1940年7月～1941年9月 1940年7月16日～1941年9月15日

和田 連二 1940年10月～1941年9月 （1940年9月17日）～1941年1月14日

1941年4月26日～10月1日

大島 正満 1941年3月～4月 1941年3月26日～4月30日

尾形 藤治 1941年6月～9月 1941年6月6日～9月15日

松井 喜三 1941年9月～1942年1月 1941年9月30日～1942年1月12日

大平 辰秋 1942年4月～1943年3月 （1942年4月8日）～1943年2月3日

熊野 正雄 1942年10月～1943年1月 1942年10月14日～1943年1月8日

表 3 従来知られていた研究員の「派遣期間」（元田 1981）と研究所日誌で明らかになったパラオ滞在期間との比較 

 （滞在期間における下線は「派遣期間」と異なる部分） 


